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第　2　表
静的曲げ
強さσ1

kg／mm2

107回に対する
繰返し曲げ強さ
a2　kg／mm2

σ2 ^a、

（％）

　　　　　　　　　文　　　献

（1）大井，小倉：ポリエステル積層板の疲労強さにつ

　　v・て　自動車技術　Vol．9，　No．　2，1955，　p．　47．

A 25．90 8．5
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B 20．35 6．0
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C 26．17 9．0
1・4・・4

D 30．97 9．0
「29・・
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E 13．18 4．0
1・…

F 13．62 4．5
i・3・・

することが望ましく，それが不可能のときには少なくと

も実験中の最底および最高の気温を付記する必要があ

る．

　なお，温度に関連して一言追加すると，試験中は内部

摩擦のため試験片の温度が上昇する．それゆえ試験結果

は繰返し速度にも影響されるものと想豫される．

　5．　結　　　び

　ポリエステル積層板の疲労試験は温度の影響を受け易

い．それゆえ試験方法にある基準を定めておくことが望

ましい．今回の実験はこの見地からは不十分なものであ

るが，現在のところ疲労試験のデータがほとんどないか

ら多少の参考にはなるかと思う・

　本実験は日本触媒化学工業K・Kのご好意によるとこ

ろが大きい，同祉とくに同社の嶋田吉英博士，柿崎義一

両氏に厚く謝意を表する．　　　　　　（1956．7．10）
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